
14(ohnuma kaoru) 

①（羽黒山）阿久谷
あ こ や

 

 

 所以について簡単に記述します。出羽三山開山の始祖蜂子皇子
はちこのおうじ

（能除
のうじょ

太子、能除仙
のうじょせん

）は、羽黒山はこ

こ阿久谷に辿り着き、最初の修行地とした、同皇子は後の文政 6(1823)年に朝廷から「照見大菩薩」の

諡号
し ご う

が贈られた。よって、後世はこの阿久谷
あ こ や

を羽黒山の秘所として、特別な霊地として崇拝して来た。 

 

さて、私は 2016(H28)年 10 月 12 日(水)現地探査を行い参拝して来ました。場所は図－１に記載の所

であり、赤い実線はその時のＧＰＳ軌跡（トラックログ）である。 

 図－２は今も羽黒修験の秘所・行場となっている場所、この滝の手前に祭壇に使用したと思われるコ

ンクリート塊があり、しかし、傾いており使用には耐え難い状況にあった。 

出羽三山の大神を讃
たた

え寿
ことほ

ぐ出羽三山三語拝詞な

らびに三山拝詞を唱えて参拝した。 

 

 

 

 

 

 

 

（end） 

図－１ 

①阿久谷
あ こ や
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コンクリート塊 


